
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第６２号 （平成３０年１１月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8849 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆これが中間管理職というものなのか・・・。◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

大森です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、以前もこの通信の中で書かせていただいたことがあり 

ますが、私はＯＢ会やら同窓会の幹事をいくつもやっておりまして、今年もその季節

がやってきてしまった･･･と、とても憂鬱な気分でおります。 

とくに大学のクラブ（少林寺拳法部）のＯＢ会が１１月にあるのですが、その準備

（参加者集め）が年を追うごとに、だんだんと面倒くさくなってきてしまいました。ＯＢ

会は、上は７０歳を過ぎたおじいちゃんたちから、下は大学をついこないだ出たばか

りの２２歳、２３歳という若手までおり、その幅広い年代のＯＢをまとめるのが、非常

に難しくなってきました。 

このＯＢ会では、関東一円のＯＢを集めるということで、静岡から北は栃木、群馬

あたりまで集めているのですが、遠方の人もいますし、本当に集まりにくくなってい

ます。ただ、年寄りはいっぱい集まるのです。おそらく、暇だからでしょう。例えば６０

代、７０代のＯＢは全部で２０人くらいしかいないのですが、開催まで半月という中、

すでに１２、１３人集まっています。ところが、私よりも下の世代、２０代、３０代、４０

代までを見ると、ＯＢの数は３０人くらいですが、いまだに参加希望者は、０人･･･。 

そんな状況で思うのは、やはり年代間の考え方がずいぶん違うということです。

お年寄りの考え方は、｢１年に１回だから、皆が集まるのは当然だろう｣｢参加するこ

とはＯＢとしての責務だ｣｢長老が出てきているのだから若手はもっと出ろ｣｢なんだか 

最近、上下関係が薄れてきているなぁ｣といったもので、逆に若手

の意見を聞くと、｢あんまりうるさい年寄りの集まりには行きたくない

です｣｢そんなのに行くのは、時間とお金がもったいないです｣｢自分

が嫌なのに、他の同級生とか後輩を誘えないです｣ （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MN ビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８４９ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） ｢やりたい人だけやればいいんじゃないですか｣と･･･。 

現役時代だったら、殴られて当たり前なことを平気で言ってきます。それでも私は

優しく、優しく、優しく募集を掛け・・・と、やっているのですが、なかなか首を縦に振

ってもらえず、だんだんと嫌気が差してきてしまいました。そして、思いました。これ

が世の中で言われる中間管理職というやつかと・・・。上からは責められ、下からは

突き上げられ、今、まさにそれを疑似体験しております。 

今の時代、上の人には絶対服従とか、そんなことを言おうものなら、すぐパワハ

ラだと言われてしまいます。また、今年はとくに一年中、スポーツ界のパワハラ問題

がテレビでやっておりますが、私たちのところにも、卒業して３０年も４０年も経って

いるのに、学校からお達しが出て｢ＯＢ会でも、あまりパワハラになるようなことはし

ないように｣と・・・。 

このＯＢ会の幹事、かれこれ２０年やっておりますが、貧乏くじを引いてしまったな

ぁと思っています。頑張っても報われず、辞めたいのに辞められない、このＯＢ会

は、ブラックなのでしょうか･･･。 

◆発行者コラム◆ 

ＯＢ会の幹事を２０年やってきて、今年で本当に最後にしようと腹を決めました。

絶対に今回で辞める！私の後を誰が継いでくれようが、継いでくれまいが（誰もやり

たい人はいないのですが･･･）何とかこの意志を貫き通そうと思い、長老の中でも若

い人に｢もう辞めさせてください｣と言うことを考えていたところ、一番上の長老から、

一通の手紙が。そこにはこう書かれていました。｢今回、頑張ってくれてありがとう！

また来年もよろしくね！｣ 先手を打たれてしまいました･･･。一瞬、意志が砕かれそ

うになりましたが、何とか当日、辞意を伝えたいと思っています。大森 

大森 米山 


